
東北海区に於けるサンマ　C〇lolabis saira

（Brevoort）漁場移動と親潮との関係
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1．資料及び方法

昭和25年9月下旬より同年12月中旬蓬の各旬のサンマ棒受網漁場を経緯度10′桝目内の漁

獲を基として捕いた等漁獲線と、同じく脛緯度を座標とし漁獲尾敷及び出漁船数を其鮎の質量と見

破徹して求めた漁獲重心点及び出漁憺重心点に依り表現し、之等と親潮のサンマ滴水温との関係を吟

味した（第一図・第二園）∴賓料は茨城楳水産試験場で取健めたサンマ漁況通信報昔に依り．海況

園は東北海区水産研究所牽行の漁況速報及び茨城隙水産試験場牽行のサンマ漁況報告に依る。

a概　　　　説

昭和お年は平年：こ此し黒潮隅高湿親潮は低温を示し．沿岸の親潮が特に強いためか9月下旬の

漁場はE144010′’N41058′を中心に饗逢した。10月上旬には漁場の南下が著しくE142053′

N400亜′に主漁場は移動し、E144013′N41033′　には痕跡が見られるだけである。親潮の尖端

E142022′N39004′にも漁場が出現した。中旬には沿岸の親潮の南下は急激となかE143●個′

N39054′及びE142015′N38006′の2園に漁場は別れ前者が主漁場となり多獲された。下旬に

妊沖合のE145034′M9054′に漁場が牽生する。沿岸の夫れはE143034′N39034′に痕跡

を留め、15●適温線は埋屋崎附近迄南下し．26日よわE142●05′N38015′及びE142002′捕70

16′に小漁場が出乗る。11月上旬には沿岸の150滴混線は犬吠崎附近道南下し、漁場はE141033′

N諮038′に一躍移動した。中旬にはE141019′N36025′を中心に多獲され．下旬に妊E1410

28′N36026′に移動、12月上旬にはE141■33′N36053′中旬にはE141032′N36030′及びE

’53′N37042′の2回に別れ前者が主漁場となって居る。

考　　　　察

l獲重心点くF．）と適水温の長南点（T）との間には極めて高度の相謁関係がある様に考へられ

∴＿馬ので（第1表）緯度、経度別に夫々の相関係敦を求めてみた。
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第1表　漁場及び應水温の移動

（1）繹度の場合

rx　＝0．99

tr，＝22．35 n＝10

tn＞kLl

極めて有意である。即ち母相関係数p＝0の帰無恨説は棄てられる。

（2）■経度の場合

r二に′＝0．93

tn　＝15．48 n＝10

t。＞　to．01

極めて有意であ1る。即ち母相関係数p＝0の帰無恨説は粟てられる。

出漁船重心点（S）

めた．

（3）緯度の場合

ry：＝0．99

t。＝22．35

と通水野郎点（T）

n＝1（）

との関係を同じく緯度経度別に夫々の相関係数を求

t．，＞　も．01

極めて有意である。即ち母相関係数〆＝0の悍無限説は棄てられる・

（4）経度の場合
rT′　＝0．99
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b E22．諮　　　n＝10

も＞　to．01

極めて有意である。即ち母相関係数p′＝0の帰無限説は棄てられる。

4．要　　　約

宇田氏は昭和7年～昭和10年の東北海区サンマ漁場と網との関係を調査し若干の関係を明

かにした。本編の結果ではほぼ同様の結論を得たが滑多少の相違も明かになった。

（1）親潮が平年よ沿岸岸阜服し2。～3。低温を示したので近岸漁場が平年より牽達し沖合漁

場は充分蟄達し得たい●近岸漁場の甫下移動は極め．て著しく・鹿屋崎～犬吠埼間に至り停滞する傾

向がある。　　　　　　　　　　　　　　●

（2）漁獲重心点及び出漁船重心点と邁水温の長南鮎との間には殆ど完全な相関関係が得られる。

（3）漁場中心と親潮尖端部は常に一致するが、中心が尖端の特定の側に在るとは云い得たい。

（4）漁場中心の移動方向は略員等漁獲曲線のなす漁獲桶円の軸の指す方向と一致するこ

親潮寒流尖端部等温線の勾配の方向とも一致する。

（5）出漁船重心点は漁獲重心点と略ス一致するが沿岸側に偏る傾向がある。

文　　　　献

池田信也水産試験場報告雷1933

宇田道隆．日本水産草食誌5幽1936

宇田這隆，渡辺信雄・日本水産畢含誌6拘1938

（11う

一一‾、


